
『
神
仙
伝
』
再
検
討
の
た
め
に

諸
本
に
お
け
る
仙
伝
の
配
列
か
ら
見
て

亀

田
　
勝
見

一

　
晋
の

神

仙
思
想
家
葛
洪
の
名
を
冠
す
る
書
物
は
多
数
存
在
す
る
が
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
後
世
の
偽
作
で
あ
る
と
言
わ
れ
る
。
彼
の

神
仙
思
想
を
伺
う
た
め
の
資
料
と
し
て
、
第
一
に
挙
げ
る
べ
き
は
『
抱
朴
子
』
で
あ
る
。
こ
れ
以
外
で
は
、
葛
洪
が
著
し
た
こ
と
が

確
実
な

書
物
の
一
つ
と
し
て
、
『
抱
朴
子
』
外
篇
自
叙
に
言
及
さ
れ
て
い
る
『
神
仙
伝
』
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　
現

在
、
『
神
仙
伝
』
に
は
大
別
し
て
三
種
の
版
本
が
存
在
す
る
。
一
つ
は
題
目
の
み
で
内
容
を
ほ
と
ん
ど
伴
わ
な
い
『
説
孚
』
所

収
本

（以
下

「
説
孚
本
」
）
、
一
つ
は
最
も
通
行
し
て
い
る
『
広
漢
魏
叢
書
』
所
収
本
（
以
下
「
漢
魏
本
」
）
、
そ
し
て
も
う
一
つ
は
、

最
近

ま
で
見
る
こ
と
の
で
き
な
か
っ
た
『
四
庫
全
書
』
所
収
の
毛
晋
刊
本
（
以
下
「
四
庫
本
」
）
で
あ
る
。
現
存
す
る
『
神
仙
伝
』

が

葛
洪
の
原
著
か
、
或
い
は
そ
れ
に
限
り
な
く
近
い
も
の
で
あ
っ
た
な
ら
ば
、
彼
の
神
仙
思
想
を
考
え
る
上
で
大
い
に
有
用
で
あ
ろ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

う
。
し
か
し
、
漢
魏
本
に
つ
い
て
は
、
福
井
康
順
氏
の
研
究
に
お
い
て
そ
の
資
料
的
価
値
が
疑
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
、
何
人
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か
の

研
究
者
は
、
漢
魏
本
の
内
容
や
説
孚
本
の
配
列
を
検
討
し
た
結
果
、
あ
る
程
度
の
価
値
を
認
め
る
べ
き
で
あ
る
と
す
る
。
た
だ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

い

ず
れ
の

研
究
に
お
い
て
も
、
四
庫
本
に
つ
い
て
の
詳
細
な
検
討
は
今
の
と
こ
ろ
な
さ
れ
て
い
な
い
。

　
そ

こ
で
本
稿
で
は
、
四
庫
本
を
見
る
こ
と
の
で
き
る
今
、
改
め
て
三
種
の
『
神
仙
伝
』
に
つ
い
て
、
各
時
代
の
類
書
等
を
も
交
え

た
比
較
対
照
を
行
い
、
そ
の
差
異
及
び
そ
れ
ぞ
れ
の
性
格
を
検
討
し
た
い
。
こ
れ
に
よ
り
、
た
と
え
葛
洪
の
著
し
た
『
神
仙
伝
』
ま

で
遡

る
こ
と
の
で
き
な
い
、
後
世
の
輯
本
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
ら
の
諸
本
に
何
ら
か
の
資
料
的
価
値
を
見
出
す
こ
と
が
で
き

る
で
あ
ろ
う
。
紙
数
が
限
ら
れ
て
い
る
た
め
、
こ
こ
で
は
三
種
の
『
神
仙
伝
』
に
並
べ
ら
れ
た
神
仙
の
配
列
に
的
を
絞
っ
て
検
討
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

進

め
、
上
記
の
目
的
を
一
部
分
な
り
と
も
達
成
し
て
い
こ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

二

一 156一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

　
以

前
、
下
見
隆
雄
氏
が
漢
魏
本
の
配
列
を
基
準
に
し
て
詳
細
な
対
照
表
を
作
成
し
て
い
る
が
、
次
々
頁
よ
り
の
一
覧
表
は
、
そ
れ

を
大
い
に
参
考
に
し
つ
つ
、
四
庫
本
の
配
列
を
基
準
と
し
て
新
た
に
作
成
し
た
も
の
で
あ
る
。
以
下
、
こ
の
表
を
も
と
に
し
て
論
じ

て
い
く
。

　
ま
ず
、
四
庫
本
の
配
列
そ
の
も
の
に
つ
い
て
、
内
容
を
も
交
え
て
論
じ
た
い
。

　
四
庫
本
の
配
列

に
は
あ
る
一
定
の
秩
序
が
見
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
巻
一
に
は
彰
祖
・
白
石
生
・
黄
山
君
が
並
ぶ
。
本
文
を
見
る
と
、

白
石
生
は
彰
祖
と
問
答
し
て
お
り
、
黄
山
君
は
彰
祖
の
術
を
学
び
、
『
彰
祖
経
』
な
る
書
を
得
て
地
仙
と
な
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
彰



祖
一
派
と
で
も
言
う
べ
き
仙
人
た
ち
が
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
が
漢
魏
本
に
な
る
と
そ
れ
ぞ
れ
巻
一
、
巻
二
、
巻
一
〇
と
ば
ら

ば
ら
で
あ
る
。

　
ま
た
、
巻
四
の
冒
頭
は
墨
子
で
あ
る
が
、
そ
こ
で
は
彼
が
『
五
行
記
』
を
著
し
、
地
仙
と
な
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
る
。
次
に
並
ぶ

劉
政
は
『
墨
子
五
行
記
』
を
学
び
、
次
の
孫
博
も
「
墨
子
之
術
」
を
学
ん
で
い
る
。
さ
ら
に
、
玉
子
は
「
五
行
之
意
」
に
く
わ
し
く
、

天
門
子
の
伝
で
は
、
「
其
経
日
」
と
し
て
「
純
木
之
精
」
「
純
金
之
精
」
な
ど
、
五
行
思
想
に
基
づ
い
た
文
が
引
か
れ
る
。
九
霊
子
・

太
陽
子
・
太
陽
女
は
「
五
行
之
道
」
に
詳
し
く
、
太
陰
女
と
太
玄
女
は
「
玉
子
之
道
」
を
修
め
て
い
る
。
つ
ま
り
、
巻
四
は
概
ね
墨

子
に

関
連
し
た
仙
人
を
ま
と
め
た
巻
で
あ
る
と
言
え
る
。
こ
れ
に
対
し
漢
魏
本
で
は
、
先
ほ
ど
の
仙
人
た
ち
は
巻
七
・
巻
八
・
巻
一

〇
に
分
け
て
載
せ
ら
れ
、
太
陽
女
と
太
陰
女
は
見
え
な
い
。

　
巻
八
の

冒
頭
は
葛
玄
と
左
慈
で
あ
る
。
漢
魏
本
で
は
、
葛
玄
は
巻
七
の
末
尾
、
左
慈
は
巻
五
の
七
人
中
五
番
目
に
位
置
す
る
。
葛

洪
が
左

慈
・
葛
玄
と
受
け
継
が
れ
た
仙
道
を
受
け
継
い
だ
人
物
で
あ
る
こ
と
か
ら
考
え
て
、
二
人
が
『
神
仙
伝
』
の
中
の
、
い
か
に

も
重
要
視
さ
れ
て
い
な
い
が
ご
と
き
位
置
に
載
せ
ら
れ
て
い
る
の
は
不
自
然
で
あ
る
。
葛
洪
が
記
し
た
書
物
と
し
て
は
、
一
つ
の
巻

の

冒
頭
に
、
か
つ
二
人
を
並
べ
て
配
置
す
る
方
が
よ
り
自
然
で
あ
ろ
う
。

　
漢
魏
本
の
配
列

に
見
え
る
問
題
点
に
つ
い
て
付
記
し
て
お
く
。
漢
魏
本
巻
七
西
河
少
女
伝
は
、
同
巻
二
の
伯
山
甫
伝
と
ほ
ぼ
同
じ

内
容
で
あ
る
。
巻
七
麻
姑
伝
も
、
巻
二
王
遠
伝
の
一
部
に
過
ぎ
な
い
。
ま
た
、
巻
一
〇
黄
山
君
伝
は
、
巻
一
彰
祖
伝
の
末
尾
と
同
文

　
　
（
5
）

で

あ
る
。
こ
れ
ら
の
伝
は
、
系
統
立
て
て
記
さ
れ
る
は
ず
の
原
著
で
あ
れ
ば
、
そ
の
仙
人
に
つ
い
て
の
別
の
事
跡
を
記
し
た
文
で
な

い

限

り
は
、
あ
り
え
な
い
重
複
で
あ
る
。
漢
魏
本
の
配
列
に
つ
い
て
は
、
大
い
に
問
題
が
あ
る
と
言
え
よ
う
。

　
以
上
の

よ
う
な
点
か
ら
、
四
庫
本
は
漢
魏
本
に
比
べ
、
そ
の
配
列
が
系
統
立
て
て
行
わ
れ
て
お
り
、
十
分
な
配
慮
の
も
と
に
構
成
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6仙苑編珠については、巻数、聯番号、聯内の順番を順に記すu例えば「1／50b」は巻上の第50聯
　後半であることを示す。　（）に入っているものは『神仙伝』からの引用でないことを示す。
7太平広記については、漢数字で巻数を、半角数字で『神仙伝』の引用問での順を記す。その際、
　（）に入っているもの、即ち『神仙伝』からの引用でないものをもその中に含める。
8書名について、　「群仙録」は『三洞群仙録』、　「神仙通鑑」は『歴世神仙体道通鑑』を表す、、
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※凡例
　1四庫本については、漢数字で巻数を示す。説孚本にっいては通し番号を記す，、漢魏本では
　　漢数字で巻数を、半角数字で通し番号を記す。
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－2L／9Lb

29a
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42九24 724985 7．12 6 ＝
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1
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759（2＞，960 31 ＝編珠 45
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・　一 40，839，989
：．
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｝
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9
5
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477，669，849
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｝

－

1
． 15 　　　　　　　　　　　　一＝魏略（『三国志』魏志11管寧伝斐注）巨［

34 ＝ 『晋書』巻94孫登伝。［魏氏春秋文士伝御覧502王隠晋劃 52
s

　3 34 ＝漢武帝外伝6珠嚢、編珠は「東郭延年」

］ 12 ＝編珠o漢武外伝、水経注23

53

54

］2 ＝漢武帝外伝』編珠は「婁景」 55

ヲ皿一←寸

　　　　　38．塑ヱ．

　　　　　669
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　　　　一・一一一．．
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12 ＝編珠 56

＝編珠 576
－
一
一
二

＝抱朴子仙薬 58
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一一・一

」一一．－
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編珠。列仙伝にも伝有り。　　　　　　　　　　　　　　　　　一．・・一．一　－才ヒ
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｜　九27
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トー
　’馳」一i－」．
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（五九59）　集仙録　一　・一二45
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1－－40

．．一一
7
1
2
一

＝編珠
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一、．．．

　　26 ．1． ＝編珠 63

2 ＝抱朴子黄白所引桓謹新論 64　　1｝

…上一
爾901 6 20 ＝漢武帝外伝』編珠は「醐子訓」 65

ll 23
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5 68
一
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一・・
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　丁

12
漢魏本，類聚初学記御覧39，群仙録は「泰山老父」、’覧707は「泰山父」 70

12 は啖ll子都」、群仙録は「巫談」 71

71，394，662 15 12 文選38 72

373，662 7．12 20 73
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＿
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一
三
5
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一
三
5
1
－
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一
一
　
・
・

」一」・．‘
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「
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7 80
一「
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一
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40989
一

12 83
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1
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41

42一

4
3
一
4
4
厄
一
4
647

48

49

0
一
－
…
2

5

5
一
553
9i

55

6
7
一
8
9
0
i

5
5
一
5
5
6
6

62

63

64

・

5
（
6

ρ

0
一
6
67
68

69

70

71

72

73

74

ラ5

76

77

7
8
一
7
98
0
一
8
1
一
8
2
83

84

85

86

87

仙名

准　王

李少君
王墓

陳長

劉綱
奨夫人

東陵聖母

孔元

王烈

渉正

焦先

孫登

東郭延

霊寿光

劉京

厳青

畠和

趙麗

宮嵩

容成公

董仲君

情平吉
王仲都

程偉妻

葡子訓
葛玄

霊
陳永伯
一天面著交＾

巫炎

河上公

劉根

壼公

P軌
介象

董奉

李根

李意期

王興

黄敬

、魯女生．

甘始

封君達

中黄子

許由巣父

石

四庫本説孚本漢魏本
　六　　　40　　四20

六　元1　六so

六　　42　十84
六　　旦　十85

六

　七

・左⊥．旦
　　　　　　互万六　i45
　　i
　　　ド　　　　　　　　　’
　　i46　　七45

七
一
七
一
七
一
七
一
七
一
七

ヒ
　
セ
七

一

七
．－ 7
〈

l
l
l
八
一
八

5
5
一
5
7
　
5
8
一
5
9
一
6
3

一さ31

主32

±｛65

一左33

＿坐
十88

±Z8

．．十75

七43

七44

三17

十83

　　十72

67　i五29

68　　七46

坦
7
0

1
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81

五

三

十71

五23

　　　　　　五24
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計；iE99
九

十

±
±
±
±
十
十

十

76

77

7
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四
8
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一
8
1
　
8
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61
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九

九

六37

η
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旬
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十
三
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太平広記　　太平御覧
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　　、御覧は　「孔安」
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仙名 四庫本 説孚本 漢魏本 三洞 北堂書紗 芸文類， 初学記 山苑締雲笈七
88 老子 一

2 19，78．8 正，23（3） 1／7a）

89 李仲甫 三14 123 60 2／32b

90 李常在 三19 一
（9） 2／3勿

91 劉源 五25 2／28b

92 西河少女 七39

93 麻姑 （三） 七42 8 6 2／22a

94 蘇仙公 九57
i－

「一

95
　　　由「「．
孔安国 一一十… 2／29

96 成仙公
一一十一一
　L－一一一

九58－一一

九61

九62

二・

97 郭撲　　　一一
．．一」

－「、・・～一

一二．

．一

　　・1

－：．一

一

98 テ思 九63
一「．一

99 平仲節 十82
三：

10 董子陽 十87

正01 戴孟 十田
寸

102 陳子皇 十91 81 2／30b 寸
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－一一・一｝
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（9）
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．
］

105 離婁公 89
　．・・

・
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董威賛 160 78 二二
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i
o 康風子
寸
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11 蒲史 寸 91

111 大足 L

丁 1／34a
、・

112 唐鳳 1／34b

113 黒容公 ！ 1／35a

11 羨門子
†

1／35b

115 長陵三老 1／36a

11 商山四皓
．一．L ・」一盾

1／36b

11 王長 2／25a
・一・

11 趙昇
11 肯来子

2／25b

2／41a

　
1
　
　
　
　
．
↑
‘

12 洛下公 2／41b 一121 張常 2／42a

122 飛孟子
1

2／42b 一
12 婁元綱 3／25a

一一

1

桑子林・張虚
了11一 一一 ．一一 ．一一

3／26a12
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12’

｝

　　那容公 3／27a
・・．．
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一．⌒一 　一．．一 一．一．一一．一一

　　　ト 一．
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一一二
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］
一
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一
．
一
．
」
　
　
　
［
　
一
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．．．． ．．．．．一
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1

　－・・1
12－1一

13 察経 （三）
一 一一〔」’rπ二 12

131 太真夫人
132 白仲理

一一一． 一一i無 　ゴ．一

一

一

13 上元夫人 二
　　　1－一．・一一「

　’1－’

．二

一
13 王生
13 呉睦
13 飽観 「一一±ゴ
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3
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1
［
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141

142

143

14

145

14

1竺

14

14

15

151

152

153

15

15

15

仙名

萢逸

太平広記

飛黄子
雲仙s“t．．

劉元鳳
張虚

黒穴公

　賓遷
青精先生

馬湘

西王母

何何尊師

陳休

太平御覧

　669
857

群仙録

960

985－「
㌃6．－

991

王喬

　呂尚

司馬承禎

†
‘
」　
十
　
　
1寸一・一一．

轟紹元

徐定辞
維陽十友

檀子

陳搏
157

15

塑
16

161

162

狂士

王老

劉平阿

陳希夷

曹徳休
施存真人
（浮胡先生）

　灰袋

9道全

163

16

165　　葛洪
　　　　王徽16

167　粛文常
　　　劉農院肇16

　　　黄尊師16

　　　撃竹子17

171章節（華陽子）
17

1

2

3，7

3

4

4
・
、
4
44，11
5
言一

5

6

7

8

8
一
8IO
i，”

／0

一 了石一

10

10，14

11

11

「T，

12

．・－

1－・⊥＿

1口
17
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碧
莞
面
塁

－
1
1
1
一
1
1
1

183

課紫香

桓閨

　　劉商
　　田宣

　　服間

　　古元之

」－13

塔

仙通

32

旦
3
．
2
5

42

3

47

言　

3］

43

33

24

3

3
一
4
a

3

その他

仙伝の誤り

’　鑑｝ま　「イ可尊自而」

IJイ山｛亘L廷三そ萱）　θ⊇誤り

1」仙伝の誤り

L仙伝の言呉り

lj仙伝の誤り

イ山イ云の誤り

’

鑑は「祥狂道士」

13

13

13

14

141

14

14‘

14

14

14

14

顧
面
颪

旦1

15

15‘

15

15

15’

15

5
一
5

1
一
－
16

161

16

i6／

16

ll仙伝の誤り

、、仙伝の誤り

ll仙伝の誤り、．通鑑は「服閻子」

1」仙伝の誤り

1」仙伝の誤り

16

16

16

16

16t

C
1
7
7
1
1辺塑
ほ

1
7
　
1
7
｝
7
1
7
　
1
7 C81

1
2
8
8
1
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一 164一



さ
れ
た
も
の
だ
と
言
え
る
。
葛
洪
の
記
し
た
原
本

列
に

即
し
た
も
の
で
あ
る
可
能
性
は
高
い
。

『
神
仙
伝
』
の
配
列
は
ほ
と
ん
ど
不
明
だ
が
、
四
庫
本
の
配
列
が
そ
の
旧
本
の
配

　
次

に
、
一
覧
表
を
作
成
し
た
結
果
、
気
付
く
点
に
つ
い
て
述
べ
て
い
く
。

　

ま
ず
第
一
に
、
四
庫
本
と
説
孚
本
の
条
配
列
が
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。
両
本
と
も
に
八
四
人
の
神
仙
の
伝
を
立
て
る
点
で
は
全
く
同

じ
で
（
漢
魏
本
で
は
九
二
人
）
、
相
違
点
と
し
て
は
、
四
庫
本
に
は
華
子
期
、
巫
炎
、
河
上
公
の
伝
が
あ
っ
て
説
孚
本
に
は
な
く
、

説
孚

本
に
は
中
黄
子
、
許
由
巣
父
、
石
陽
の
伝
が
あ
っ
て
四
庫
本
に
は
な
い
。
ま
た
、
劉
政
と
孫
博
、
茅
君
と
張
道
陵
、
厳
青
と
畠

和
の

三

箇
所
ほ
ど
順
序
が
逆
に
な
っ
て
い
る
。
説
孚
本
の
配
列
に
つ
い
て
、
小
南
一
郎
氏
は
、
『
雲
笈
七
薮
』
巻
一
〇
九
と
の
比
較

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

結
果
な

ど
か
ら
、
説
孚
本
の
配
列
は
古
い
形
を
伝
え
て
い
る
、
と
説
く
。
同
氏
は
そ
の
際
、
『
七
薮
』
に
見
え
て
説
孚
本
に
見
え
な

い

伝

（華
子
期
）
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
が
、
四
庫
本
で
は
全
て
の
伝
が
存
在
し
て
い
る
。
説
孚
本
と
同
じ
問
題
点
を
抱
え

て
い

る
場
合
も
あ
る
が
、
説
孚
本
に
比
べ
、
四
庫
本
は
、
わ
ず
か
で
は
あ
る
が
『
七
籔
』
当
時
に
存
在
し
た
『
神
仙
伝
』
の
姿
に
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

り
近
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
第

二

に
、
『
三
洞
珠
嚢
』
所
引
の
『
神
仙
伝
』
の
条
に
記
さ
れ
る
巻
数
と
四
庫
本
と
の
一
致
率
が
、
漢
魏
本
の
場
合
に
比
べ
て
高

い
。
『
三
洞
珠
嚢
』
（
以
下
『
珠
嚢
』
）
に
引
か
れ
る
全
二
八
条
の
う
ち
、
四
庫
本
で
は
沈
義
、
王
遠
、
孫
博
、
太
陽
子
、
太
陽
女
、

太
陰
女
、
黄
盧
子
、
張
道
陵
、
准
南
王
（
八
公
）
、
王
遥
、
介
象
、
李
根
、
封
君
達
の
一
三
条
の
巻
数
が
一
致
す
る
。
こ
れ
に
対
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

漢
魏

本
で
は
茅
君
、
封
君
達
、
陳
長
、
介
象
、
李
根
、
東
郭
延
年
の
わ
ず
か
六
条
で
あ
る
。
ま
た
、
『
珠
嚢
』
に
引
か
れ
る
神
仙
の

う
ち
、
漢
魏
本
に
は
干
君
、
桂
君
、
若
士
（
『
珠
嚢
』
で
は
「
若
土
」
）
、
太
陽
女
、
太
陰
女
が
見
え
な
い
が
、
四
庫
本
で
は
こ
の
う
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ち
若
士
、
太
陽
女
、
太
陰
女
が
見
え
る
。
た
だ
、
四
庫
本
で
は
漢
魏
本
に
見
え
る
麻
姑
と
李
常
在
が
見
え
な
い
。
麻
姑
伝
に
つ
い
て

は
、
前
述
の
ご
と
く
、
本
来
な
ら
ば
あ
り
え
な
い
重
複
で
あ
る
。
付
け
加
え
る
な
ら
ば
、
麻
姑
の
条
は
、
『
珠
嚢
』
は
王
遠
伝
と
同

じ
『
神
仙
伝
』
の
「
第
三
」
か
ら
引
か
れ
て
い
る
。
『
珠
嚢
』
の
引
く
『
神
仙
伝
』
の
条
は
題
目
が
記
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
く
、

内
容
が
一
部
引
か
れ
る
の
み
で
あ
る
。
条
の
冒
頭
に
麻
姑
の
名
が
記
さ
れ
て
い
る
か
ら
と
い
っ
て
、
『
珠
嚢
』
当
時
、
王
遠
伝
か
ら

独
立

し
た
麻
姑
伝
が
存
在
し
て
い
た
か
は
大
い
に
疑
わ
し
い
。
『
珠
嚢
』
の
麻
姑
の
条
は
、
王
遠
伝
か
ら
引
か
れ
た
と
考
え
て
間
違

い

な

か

ろ
う
。
む
し
ろ
漢
魏
本
の
麻
姑
伝
に
つ
い
て
は
、
『
珠
嚢
』
に
引
か
れ
た
条
を
見
て
、
後
世
の
漢
魏
本
作
成
者
な
い
し
は
改

訂
者

が
、
独
立
し
た
麻
姑
の
伝
が
あ
る
と
安
易
に
考
え
た
結
果
、
王
遠
伝
の
内
容
を
考
慮
せ
ず
に
同
文
を
別
個
の
伝
と
し
て
立
て
た

と
い
う
疑
い
が
強
い
。
よ
っ
て
麻
姑
伝
は
こ
の
場
合
問
題
と
し
な
い
。

　

こ
こ
か
ら
、
漢
魏
本
に
比
べ
て
四
庫
本
は
『
珠
嚢
』
の
拠
っ
た
『
神
仙
伝
』
、
即
ち
盛
唐
以
前
に
存
在
し
た
『
神
仙
伝
』
と
の
一

致
率
が
や
や

高
い
と
言
え
る
。
つ
ま
り
、
配
列
の
み
か
ら
の
推
測
で
は
あ
る
が
、
四
庫
本
の
方
が
漢
魏
本
よ
り
も
幾
分
か
古
い
形
を

伝
え

て
い

る
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
『
珠
嚢
』
の
記
す
巻
数
と
一
致
し
な
い
条
は
四
庫
本
で
も
半
分
以
上
あ
る
し
、
前
述
し
た

よ
う
に
李
常
在
は
漢
魏
本
に
あ
っ
て
四
庫
本
に
は
な
い
。
こ
の
た
め
、
四
庫
本
が
唐
以
前
の
『
神
仙
伝
』
の
形
を
完
全
に
残
し
て
い

る
と
は
決
し
て
言
え
な
い
。

　
第
三

に
、
四
庫
本
と
『
仙
苑
編
珠
』
と
は
密
接
な
関
係
に
あ
る
。
『
仙
苑
編
珠
』
（
以
下
『
編
珠
』
）
は
唐
末
五
代
の
道
士
王
松
年

に

よ
っ
て
編
纂
さ
れ
た
書
物
で
あ
る
が
、
『
蒙
求
』
の
ご
と
き
形
式
に
従
い
、
二
人
一
組
の
対
句
形
式
の
韻
文
で
記
さ
れ
る
仙
人
達

の

注

と
し
て
、
多
数
の
『
神
仙
伝
』
の
条
を
引
い
て
い
る
。
四
庫
本
の
八
四
人
の
う
ち
、
『
神
仙
伝
』
の
条
と
し
て
引
か
れ
る
の
は

七

九
人
で
、
他
書
か
ら
の
引
用
と
し
て
登
場
し
て
い
る
五
人
（
広
成
子
、
茅
君
、
張
道
陵
、
葛
玄
、
河
上
公
）
を
含
め
る
と
、
四
庫
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本
に
あ
る
全
て
の
仙
伝
が
『
編
珠
』
に
あ
る
こ
と
に
な
る
。
次
に
、
四
庫
本
の
仙
伝
の
配
列
と
『
編
珠
』
の
そ
れ
と
を
比
較
す
る
と
、

『
編
珠
』
で
対
句
を
構
成
し
て
い
る
二
人
の
仙
人
は
、
四
庫
本
で
も
隣
り
合
っ
て
い
る
こ
と
が
多
い
。
先
の
七
九
人
（
う
ち
若
士
、

沈
文

泰
、
伯
山
甫
、
准
南
王
、
壺
公
の
五
人
は
一
人
の
伝
で
対
句
を
構
成
す
る
）
の
う
ち
、
四
庫
本
で
も
隣
り
合
っ
て
い
る
仙
人
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｛
1
0
　

二
八
組
五
六

人
も
あ
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
『
編
珠
』
に
引
用
さ
れ
る
仙
伝
は
、
四
庫
本
の
巻
一
か
ら
巻
四
ま
で
は
概
ね
巻
上
に

収
録

さ
れ
、
後
半
に
な
る
ほ
ど
乱
れ
て
は
い
る
が
、
以
降
に
巻
中
・
巻
下
の
仙
伝
が
並
ぶ
。
こ
れ
ら
の
点
か
ら
、
唐
末
に
お
い
て
王

松

年
が
見
る
こ
と
の
で
き
た
『
神
仙
伝
』
は
、
説
孚
本
で
も
漢
魏
本
で
も
な
く
、
四
庫
本
に
最
も
近
い
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と

が

で
き
よ
う
。

　

た
だ
し
、
現
在
の
四
庫
本
が
『
編
珠
』
当
時
の
も
の
と
同
じ
で
あ
る
と
早
急
に
は
言
え
な
い
。
『
編
珠
』
に
は
説
孚
本
や
漢
魏
本

に
し
か
見
え
な
い
仙
伝
が
あ
り
、
さ
ら
に
大
足
、
唐
鳳
な
ど
、
現
在
の
ど
の
『
神
仙
伝
』
に
も
見
え
な
い
神
仙
の
伝
が
一
六
も
あ
る
。

王
松

年
の
序
に
よ
れ
ば
、
当
時
彼
の
見
る
こ
と
の
で
き
た
『
神
仙
伝
』
は
二
七
人
の
神
仙
を
載
せ
て
い
た
と
い
う
。
こ
こ
か
ら
、

当
時
の
『
神
仙
伝
』
は
現
在
の
四
庫
本
に
最
も
近
い
と
は
い
え
、
説
孚
本
や
漢
魏
本
を
も
包
摂
し
た
よ
り
内
容
の
豊
富
な
書
物
で
あ

っ

た
よ
う
だ
。
先
の
一
六
人
は
、
現
在
の
『
神
仙
伝
』
成
立
ま
で
に
亡
ん
だ
伝
の
一
部
な
の
で
あ
ろ
う
。
見
方
を
変
え
れ
ば
、
神
仙

の
題

目
に
関
す
る
限
り
、
現
在
の
三
種
の
版
本
は
い
ず
れ
も
唐
代
の
『
神
仙
伝
』
の
一
部
を
残
し
て
い
る
可
能
性
が
高
い
と
も
言
え

よ
う
。

　
第
四

に
、
『
太
平
広
記
』
と
漢
魏
本
及
び
四
庫
本
と
の
関
係
で
あ
る
。
『
四
庫
提
要
』
で
も
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
、
漢
魏
本
は
『
太

平
広

記
』
（
以
下
『
広
記
』
）
か
ら
の
輯
本
と
呼
ん
で
も
差
し
支
え
な
い
ほ
ど
、
そ
の
配
列
・
内
容
両
面
に
お
け
る
一
致
率
が
高
い
。

し
か
し
、
例
え
ば
『
広
記
』
巻
七
は
漢
魏
本
巻
二
、
『
広
記
』
巻
八
は
漢
魏
本
巻
五
、
『
広
記
』
巻
九
は
漢
魏
本
巻
六
、
『
広
記
』
巻
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〇

は
漢
魏
本
巻
三
、
『
広
記
』
巻
＝
二
は
漢
魏
本
巻
九
と
い
う
よ
う
に
、
漢
魏
本
の
巻
配
列
と
『
広
記
』
の
そ
れ
と
の
間
に
は
あ

ま
り
関
連
性
が
見
え
な
い
。
こ
れ
に
対
し
、
四
庫
本
に
お
け
る
条
の
配
列
と
『
太
平
広
記
』
所
収
『
神
仙
伝
』
の
そ
れ
に
は
、
若
干

で
は

あ
る
が
関
連
性
が
見
い
だ
せ
る
。
四
庫
本
の
順
序
で
『
広
記
』
を
見
て
い
く
と
、
四
庫
本
の
巻
六
あ
た
り
ま
で
は
『
広
記
』
の

巻
数
が
一
桁
の
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
り
、
後
半
に
な
る
に
つ
れ
て
『
広
記
』
の
巻
数
は
二
桁
へ
と
な
っ
て
い
く
。
四
庫
本
『
神
仙

伝
』
と
『
広
記
』
と
は
、
仙
人
の
数
や
内
容
の
面
で
大
い
に
異
な
り
、
四
庫
本
成
立
の
際
に
『
広
記
』
が
参
考
と
さ
れ
た
と
は
考
え

に

く
い
。
な
ら
ば
、
『
広
記
』
編
纂
時
に
参
照
さ
れ
た
『
神
仙
伝
』
の
条
配
列
が
、
四
庫
本
の
そ
れ
と
共
通
す
る
部
分
を
多
く
含
ん

で
い

た
と
い
う
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

　
第
五

に
、
唐
代
の
類
書
に
見
え
る
『
神
仙
伝
』
の
条
の
中
に
、
現
存
す
る
三
種
の
ど
の
『
神
仙
伝
』
に
も
見
え
な
い
も
の
が
あ
る
。

『
珠
嚢
』
に
見
え
た
干
君
は
『
芸
文
類
聚
』
や
『
編
珠
』
、
さ
ら
に
は
宋
代
の
『
太
平
御
覧
』
や
『
三
洞
群
仙
録
』
に
も
見
え
、
桂
君

は

『
珠
嚢
』
と
『
編
珠
』
に
見
え
る
。
孫
引
き
の
可
能
性
を
考
え
併
せ
て
も
、
六
朝
末
期
か
ら
唐
代
に
か
け
て
両
伝
が
『
神
仙
伝
』

と
し
て
存
在
し
た
と
考
え
て
も
よ
か
ろ
う
が
、
こ
れ
ら
は
現
在
ど
の
『
神
仙
伝
』
に
も
見
え
な
い
。
他
に
も
、
『
列
仙
伝
』
の
誤
り

で

あ
る
も
の
を
除
け
ば
、
五
人
ほ
ど
『
芸
文
類
聚
』
等
に
見
え
て
現
在
は
欠
け
て
い
る
伝
が
あ
る
。
ま
た
、
漢
魏
本
に
見
え
て
四
庫

本
（
及
び
説
孚
本
）
に
見
え
な
い
伝
が
一
五
条
ほ
ど
あ
る
が
、
王
遠
伝
の
一
部
で
あ
る
麻
姑
を
除
け
ば
、
唐
代
の
類
書
に
は
そ
の
う

ち
老
子
・
李
仲
甫
・
李
常
在
・
陳
子
皇
の
四
条
が
見
え
る
。
特
に
老
子
は
『
芸
文
類
聚
』
や
『
初
学
記
』
、
宋
代
の
『
広
記
』
や

『
御

覧
』
等
に
頻
繁
に
見
え
、
唐
代
に
は
よ
く
知
ら
れ
た
条
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
こ
れ
ら
の
諸
条
が
見
え
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
漢

魏

本
は
勿
論
の
こ
と
、
四
庫
本
も
、
六
朝
及
び
唐
代
に
あ
っ
た
『
神
仙
伝
』
が
そ
の
ま
ま
の
形
で
伝
わ
っ
た
も
の
で
は
な
い
と
言
え

る
。
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第
六
に
、
南
宋
代
に
な
る
と
三
種
の
『
神
仙
伝
』
い
ず
れ
に
も
見
え
な
い
神
仙
の
伝
が
急
激
に
多
く
な
る
。
今
本
に
見
え
な
い
伝

は
、
五
代
の
『
編
珠
』
で
一
八
条
、
宋
初
の
『
太
平
御
覧
』
で
は
一
四
条
ほ
ど
で
、
互
い
に
ほ
と
ん
ど
共
通
し
な
い
。
こ
れ
が
南
宋

代
の

『
三

洞
群
仙
録
』
に
な
る
と
四
四
条
に
も
な
る
。
条
数
が
多
い
の
み
で
は
な
い
。
こ
の
四
四
条
の
う
ち
に
は
、
『
列
仙
伝
』
の

誤

り
で
あ
る
呂
尚
や
憤
子
、
『
続
仙
伝
』
の
誤
り
で
あ
る
司
馬
承
禎
や
曹
徳
休
な
ど
、
他
書
の
引
用
の
誤
り
だ
と
分
か
る
も
の
も
あ

る
が
、
唐
代
の
道
士
が
多
数
含
ま
れ
る
の
に
加
え
、
『
神
仙
伝
』
の
編
者
で
あ
る
葛
洪
自
身
の
伝
ま
で
あ
り
、
後
世
に
増
補
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
が
な
い
。
葛
洪
の
伝
が
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
考
え
る
と
、
南
宋
代
に
は
『
神
仙
伝
』
が
葛
洪
の
撰
で
あ
る
こ

と
が
分
か
ら
な
く
な
っ
て
い
た
か
、
あ
る
い
は
同
名
の
異
書
が
存
在
し
て
、
従
来
の
『
神
仙
伝
』
と
混
渚
し
て
し
ま
っ
た
か
の
ど
ち

ら
か
で
あ
ろ
う
。
し
ば
ら
く
正
史
の
目
録
に
見
え
ず
、
民
間
に
流
布
し
た
形
で
伝
わ
っ
た
と
思
わ
れ
る
『
神
仙
伝
』
の
よ
う
な
書
物

は

特

に
、
後
世
に
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
増
補
に
よ
っ
て
内
容
が
増
え
て
い
く
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
現
在
の
漢
魏
本
及
び
四
庫
本
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
一

は

『
三
洞
群

仙
録
』
の
よ
う
な
混
乱
は
ほ
と
ん
ど
見
受
け
ら
れ
な
い
。
こ
こ
か
ら
、
両
版
本
は
、
成
書
年
代
の
確
定
は
困
難
で
あ
る

が
、
少
な
く
と
も
北
宋
以
前
の
類
書
を
参
考
に
し
て
い
る
こ
と
、
ま
た
、
北
宋
時
期
に
お
い
て
『
神
仙
伝
』
に
大
き
な
変
化
が
起
き

た

こ
と
が
推
測
で
き
る
。
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三

神

仙
の
配
列
か
ら
言
え
る
こ
と
を
ま
と
め
る
。
四
庫
本
と
説
孚
本
は
、
小
南
氏
が
推
定
し
た
よ
う
に
そ
の
源
流
が
同
じ
で
、
神
仙

の
題

目
と
簡
単
な
紹
介
の
み
を
抜
き
出
し
た
の
が
説
孚
本
だ
と
言
え
よ
う
。
三
種
の
版
本
は
い
ず
れ
も
唐
代
の
形
を
そ
の
ま
ま
残
し



て
は
い

な
い
一
方
で
、
『
編
珠
』
に
見
え
る
よ
う
に
、
そ
れ
ぞ
れ
が
唐
代
の
『
神
仙
伝
』
の
一
部
を
反
映
し
て
い
る
。
そ
の
点
で
、

各

本
と
も
そ
れ
ぞ
れ
に
何
ら
か
の
価
値
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
よ
う
。
ま
た
、
漢
魏
本
が
『
広
記
』
か
ら
の
単
純
な
抜
き
出
し
に
巻

一
〇

の

各
伝

を
付
随
さ
せ
た
だ
け
と
言
っ
て
も
よ
い
も
の
で
あ
り
、
秩
序
に
欠
け
た
輯
本
で
あ
る
の
と
は
対
照
的
に
、
四
庫
本
は
、

輯
本

で
は

あ
る
が
、
類
書
か
ら
む
や
み
や
た
ら
に
か
き
集
め
て
き
た
よ
う
な
性
格
の
も
の
で
は
な
く
、
あ
る
一
定
の
基
準
の
も
と
に

八
四

人
を
選
び
出
し
て
一
〇
巻
に
構
成
さ
れ
た
書
物
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
基
準
と
は
、
葛
洪
の
記
し
た
『
神
仙
伝
』
の
条

と
考
え
て
大
過
な
い
伝
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
、
葛
洪
が
考
え
た
で
あ
ろ
う
配
列
に
従
っ
て
伝
が
並
ぶ
こ
と
で
あ
る
。
即
ち
、
各
類
書

を
も
と
に
、
六
朝
末
か
ら
唐
代
の
『
神
仙
伝
』
を
一
部
再
現
し
よ
う
と
い
う
試
み
が
な
さ
れ
た
よ
う
だ
。
こ
の
点
で
、
『
四
庫
提
要

弁

証
』
に
お
い
て
余
嘉
錫
が
、
四
庫
本
と
漢
魏
本
の
両
者
と
も
輯
本
で
あ
る
と
述
べ
つ
つ
、
四
庫
本
に
つ
い
て
「
用
心
較
為
周
密

耳
」
と
評
し
て
い
る
の
は
当
を
得
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

　
配
列
の

面
か

ら
諸
本
『
神
仙
伝
』
の
性
格
を
論
じ
て
き
た
が
、
配
列
と
い
う
外
見
に
お
い
て
、
様
々
な
本
に
見
え
る
『
神
仙
伝
』

の

条
を
取
捨
選
択
し
、
六
朝
末
か
ら
唐
代
の
『
神
仙
伝
』
を
復
元
し
よ
う
と
い
う
意
欲
が
見
え
る
以
上
、
内
容
面
に
お
い
て
も
、
な

る

べ

く
そ
の
当
時
の
形
を
保
持
・
復
元
し
よ
う
と
の
意
欲
が
期
待
さ
れ
る
。
つ
ま
り
毛
晋
刊
本
が
、
毛
晋
の
勝
手
な
意
図
に
よ
っ
て

内
容
が
改
窟
・
歪
曲
さ
れ
て
編
纂
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
可
能
性
は
低
く
、
そ
の
点
で
、
葛
洪
の
著
し
た
原
文
に
ま
で
遡
る
の
は
困
難

で

あ
る
と
し
て
も
、
六
朝
末
頃
の
姿
を
留
め
て
い
る
可
能
性
は
期
待
で
き
よ
う
。
四
庫
本
『
神
仙
伝
』
は
、
配
列
面
の
み
な
ら
ず
、

内
容
面
に
お
い
て
も
漢
魏
本
と
際
だ
っ
た
相
違
点
が
あ
る
。
内
容
の
検
討
を
詳
細
に
行
わ
ね
ば
、
三
種
の
『
神
仙
伝
』
の
性
格
や
資

料
的
価
値
を
定
め
る
た
め
に
不
十
分
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
こ
の
作
業
に
つ
い
て
は
別
稿
に
ゆ
ず
り
、
改
め
て
論
じ
た
い
。
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注（1
）

「
神
仙
伝
考
」
（
東
方
宗
教
一
）
、
「
神
仙
伝
続
考
」
（
宗
教
研
究
二
二
七
）
、
『
神
仙
伝
』
解
説
（
中
国
古
典
新
書
、
明
徳
出
版
社
　
一
九
八

　
　
三
）
。

（
2
）
　
漢
魏
本
の
内
容
に
つ
い
て
は
下
見
隆
雄
「
葛
洪
『
神
仙
伝
』
に
つ
い
て
（
一
）
・
（
二
ご
（
福
岡
女
子
短
大
紀
要
八
・
九
）
、
「
葡
子
訓
の
伝

　
　
記
」
（
広
島
大
学
文
学
部
紀
要
三
八
－
一
）
、
「
『
神
仙
伝
』
に
つ
い
て
ー
『
後
漢
書
』
方
術
伝
と
の
相
違
、
左
慈
・
劉
根
の
場
合
」
（
広
島
大

　
　
学
文
学
部
紀
要
三
九
）
、
手
塚
好
幸
「
費
長
房
説
話
と
『
神
仙
伝
』
」
（
漢
文
学
会
々
報
三
〇
）
等
の
研
究
が
あ
り
、
説
孚
本
の
配
列
に
関
し

　
　
て

は
、
小
南
一
郎
「
神
仙
伝
の
復
元
」
（
入
矢
・
小
川
両
教
授
退
休
記
念
中
国
文
学
語
学
論
集
、
一
九
七
四
）
等
が
あ
る
。
な
お
、
つ
い
最

　
　
近
、
土
屋
昌
明
氏
の
「
四
庫
本
『
神
偲
伝
』
の
性
格
及
び
構
成
要
素
－
特
に
「
陰
長
生
傳
」
を
め
ぐ
っ
て
ー
」
（
東
方
宗
教
八
七
）
に
よ
っ

　
　

て
、
四
庫
本
の
内
容
に
関
し
て
の
検
討
が
な
さ
れ
て
い
る
。

（
3
）
　
テ
キ
ス
ト
と
し
て
、
漢
魏
本
は
『
増
訂
漢
魏
叢
書
』
所
収
本
、
説
孚
本
は
商
務
印
書
館
本
、
四
庫
本
は
『
諸
子
百
家
叢
書
』
（
上
海
古
籍

　
　

出
版
社
）
所
収
本
を
用
い
る
。
な
お
、
四
庫
本
に
つ
い
て
は
、
『
四
庫
全
書
』
が
毛
晋
刊
本
を
収
め
た
際
に
、
ど
れ
だ
け
正
確
か
つ
網
羅
的

　
　
に
引
い
て
き
た
か
、
な
ど
と
い
う
問
題
も
あ
ろ
う
。
四
庫
本
は
現
在
見
る
こ
と
の
で
き
る
唯
一
の
毛
晋
刊
本
で
あ
り
、
判
断
の
し
よ
う
が
な

　
　
い
の
で
あ
る
が
、
『
四
庫
全
書
』
の
他
の
書
物
の
場
合
を
鑑
み
て
、
多
少
問
題
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
大
過
の
な
い
も
の
と
考
え
る
。
よ
っ

　
　
て

こ
こ
で
は
四
庫
本
を
毛
晋
刊
本
と
し
て
扱
う
こ
と
と
す
る
。

（
4
）
　
　
「
葛
洪
『
神
仙
伝
』
に
つ
い
て
（
一
）
」
（
注
2
参
照
）
。

（
5
）
　
黄
山
君
伝
は
四
庫
本
に
も
あ
り
、
漢
魏
本
と
同
文
で
あ
る
。
し
か
し
、
四
庫
本
の
巻
一
彰
祖
伝
の
末
尾
に
は
黄
山
君
の
話
は
載
っ
て
お
ら

　
　
ず
、
重
複
し
て
は
い
な
い
。

（
6
）
　
　
「
神
仙
伝
の
復
元
」
（
注
2
参
照
）
。
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〔
7
）
　
漢
魏
本
に
つ
い
て
は
福
井
氏
の
前
掲
論
文
（
注
1
参
照
）
に
詳
し
い
。

〔
8
）
　
四
庫
本
の
配
列
が
古
い
形
態
を
留
め
て
い
る
こ
と
は
、
同
氏
も
「
尋
薬
か
ら
存
思
へ
ー
神
仙
思
想
と
道
教
信
仰
の
間
ー
」
（
吉
川
忠
夫
編

　
　
『
中
国
古
道
教
史
研
究
』
、
同
朋
舎
、
一
九
九
二
）
の
注
一
で
述
べ
て
い
る
。
な
お
、
氏
は
注
2
の
論
文
に
お
い
て
、
「
『
七
籔
』
所
収
の
『
神

　
　
仙

伝
』
が
、
巻
七
以
下
の
失
わ
れ
た
不
完
全
な
テ
キ
ス
ト
の
抜
粋
で
あ
っ
た
」
と
述
べ
て
い
る
が
、
『
七
籔
』
巻
八
五
　
解
部
に
も
『
神
仙

　
　
伝
』
よ
り
の
抜
粋
と
思
わ
れ
る
も
の
が
、
玉
子
、
情
平
吉
、
董
仲
君
、
王
方
平
（
遠
）
、
樂
巴
、
女
真
程
偉
妻
、
左
慈
（
記
載
順
）
の
七
条

　
　
ほ

ど
あ
り
、
四
庫
本
で
い
う
と
巻
七
及
び
巻
八
の
も
の
も
含
ま
れ
る
。
玉
子
、
王
遠
、
簗
巴
に
関
し
て
は
巻
一
〇
九
と
重
複
し
て
い
る
が
、

　
　
そ
の

内
容
は
同
じ
で
あ
る
た
め
、
同
一
の
版
本
か
ら
抜
粋
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
故
に
、
当
時
見
る
こ
と
の
で
き
た
『
神
仙
伝
』
が
巻
六
ま

　
　
で
の

も
の
だ
っ
た
と
は
言
え
ま
い
。

（
9
）
　
四
庫
本
以
外
で
は
ど
う
か
と
い
う
と
、
説
孚
本
に
の
み
あ
る
三
人
の
伝
の
う
ち
、
二
人
は
『
編
珠
』
に
見
え
な
い
。
ま
た
、
漢
魏
本
に
の

　
　
み

あ
る
一
五
人
の
伝
の
う
ち
、
九
人
は
『
編
珠
』
に
は
見
え
な
い
。

〔
1
0
）
　
四
庫
本
巻
一
〇
の
黄
敬
・
魯
女
生
・
甘
始
・
封
君
達
に
お
い
て
は
、
黄
敬
と
甘
始
、
魯
女
生
と
封
君
達
が
そ
れ
ぞ
れ
対
句
を
構
成
し
て
い

　
　
る
。
当
時
王
松
年
の
見
て
い
た
『
神
仙
伝
』
で
は
魯
女
生
と
甘
始
の
順
番
が
逆
だ
っ
た
可
能
性
も
あ
る
。

〔
H
）
　
葛
洪
と
同
時
代
の
人
物
で
あ
る
郭
撲
が
漢
魏
本
に
載
っ
て
い
る
な
ど
、
混
乱
が
完
全
に
な
い
と
は
言
い
切
れ
な
い
が
、
こ
こ
で
は
触
れ
な

　
　
い
。
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